             日语精读五（2）
問題一　漢字に振り仮名をつけよ。（5点）

①座敷    　②正体　  ③宝頭巾　  ④未練　     ⑤画一　

⑥有頂天　  ⑦決済    ⑧河童　    ⑨滝見物　   ⑩跡形

問題二　下線の部分を漢字に書き換えよ。（5点）

①室内をのぞく　②こうぼが原則だ　③心の傷をいやす　④もぎ試験

⑤おいなりさま　⑥実験をかんこうする　⑦ごじつ検討しよう

⑧立派な武家やしき　⑨グルメしこう　⑩景気ふよう

問題三　次の言葉の意味を簡単に説明せよ。（5点）

①ニューメディア　②柳田国男　③リムジン　④OA化　⑤デフレ

問題四　（　）に適当な助詞を入れよ。（5点）

人生（　①　）生きたいように生きればいいという考え（　②　）ある。しかし、人の人生観とか生き方の理想は少なからず他の人から学び、受け入れるものだと思う。私は生き方（　③　）迷った時、伝記を通じてその指針（　④　）得ること（　⑤　）多い。伝記の主人公達と同じような生き方はできない（　⑥　）しても、せめて彼らに一歩（　⑦　）近づきたい。また、伝記を読まない（　⑧　）しても、小説や芝居（　⑨　）だれかの人生を見たり聞いたりしながら自分の人生を設計すること（　⑩　）できる。

問題五　もっとも適当なものを一つ選んで（　）に入れよ。（10点）

①子供には子供（　　）の考えがある。

　A だけ　　B ただ　　C なり　　D なら

②真青な海の上に軍艦（　　）商船（　　）がいっぱい並んでいる。

　A だの、だの　　B なり、なり　　C やら、やら　　D より、より

③寮に帰ってみたら、なぜか閉めた（　　）のドアが開いていた。

　A わけ　　B はず　　C から　　D まま

④彼女の喜び（　　）は非常なものであった。

　A さま　　B ふり　　C かた　　D よう

⑤日本人にとって石油危機（　　）心配することはない。

　A なら　　B だけ　　C ほど　　D ほぼ

⑥（　　）になってそんなことを言っても、もう遅いよ。

　A 今なら　　B 今まで　　C 今ごろ　　D 今でも

⑦困った（　　）に、このプログラムはこの会社のコンピュータには使えない。

　A こと　　B もの　　C だけ　　D よう

⑧この数年経営陣は給与体系の見直しを検討していたが、（　　）来年度から新システムを導入するそうだ。

　A いよいよ　　B ついに　　C やっと　　D とうとう

⑨彼らは若い（　　）徹夜しても平気なようだ。

　A ながら　　B ものの　　C だけに　　D ばかりか

⑩観光客の好き嫌いに（　　）、食事のメニューを決めるそうだ。

　A 対して　　B 応じて　　C 関して　　D よって

問題六　次の文を中国語に訳せよ。（5点）

　今の人類はそのような深刻な運命に気づいていても、経済的発展が最大の関心事であるから、一応地球環境の保護に賛成しながらも、個別的具体的な問題においてはそれに反して地球環境の破壊を認容している感じがする。

　アメリカの京都議定書離脱が示すように、政界の大国は人類全体の運命を考えるより、一国の経済的或いは軍事的利益を優先しているように思われる。このようなことが続けば、二十一世紀はまさに人類滅亡への旅の第一歩とならざるを得ない。私は哲学者として、このような文明のあり方に警告し続けていきたいと思っている。

問題七　次の文を日本語に訳せよ。（10点）

①其实，最近人们开始强烈追求的，非但不是更大的发展进步，反倒是更

自然的、非机械化的、非现代化的东西。

②我认为作家应该可以更精炼地写作。在此意义上，中篇不是掺水的短篇，而是长篇的浓缩。

③由于这个原因，美国政府、企业的政策往往只顾眼前利益，缺乏远见。

④在歌舞伎、电影中，这个场面不光依靠演员的演技，也利用怪异的音响、惨淡透明的照明等手段，以使观众毛骨悚然。

⑤我仿佛听到耳畔奏响了嘹亮的小号。霎时间我睡意全消，不禁紧张地伫立在这世界诞生的序曲前。

問題八　間違ったところを見つけて、正しく直せ。（5点）

①心の込めたプレゼントをいただき、ありがとうございました。

②気の弱い花子ちゃんは学校で時々男の子を泣かされる。

③大変申し訳ございませんが、今日は先に失礼させて差し上げます。

④試験を前にして、彼は勉強しようにもしない。

⑤困ったことで、このプログラムはこの会社のコンピュータには使えない。

問題九　文を完成せよ。（15点）

①平均寿命の延長は＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿に負うところが大きい。

②コンピュータはもう私たちの生活に＿＿＿＿＿＿＿＿となっている。

③＿＿＿＿＿から＿＿＿＿に至るまで私は彼の影響を強く受けている。

④この開発案をめぐって、＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿　必要がある。

⑤＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿た（だ）上で、改めてお返事いたします。

⑥彼はいい男だが、ただ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿。

⑦上海や東京といった大都会では＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿。

⑧私は冗談を言ったに過ぎないのに、＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿。

⑨風雨は弱まるどころか、＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿。

⑩あの人が＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿とはとうてい信じられなかった。

問題十　次の文章を読んで、後の問に答えよ。（35点）

（一）（2*8＋5＝21点）

ひところ都心での「昼飯戦争」が話題になったが、行列をつくらないとなかなか食べられないという大都会の厳しい昼飯事情はあまり変わらない。そんな（　①　）だから、昼時の食堂での相席はごく当たり前になっている。「相席お願いしまーす」と、まるでなんでもないことのように言われる。

けれども、いったい見も知らぬ人とじっと向かい合ってすわっているだけでも気詰まりなのに、②そんな状態でものを食べるのは落ち着かないことはなはだしい。どうしても大急ぎでかきこんで席を立つということになる。飽食の時代などとよく言われるが、日本人の食事のこうした風景はまことに貧しく、寒々しい思いすらする。

知らない人を同席させる相席という習慣が日本でいつから始まったのか詳らかにしないが、テーブルが一般に広まる以前には考えられないから、そう古いことではないだろう。

まったくの他人と一緒に食事をすることには、満員電車で知らない人と顔をつき合わせて立っているときなどとはまた違った、特別なうっとうしさがある。

肉体に直接かかわるほかの作用と同様に、食べることにはどこの社会にもさまざまなタブーがあり、概してつつしみが求められる。そのために、たいていの社会で、多かれ少なかれ、こみいった食事作法がきめられている。食べるところを見られるのを裸を見られる以上に恥ずかしがる社会もあれば、男女別々に食事をする社会もある。

食べることは、饗宴などの例外的機会を除けば、本来、人間が自分の「なわばり」で、もっとも親しい者とのみ行う、きわめてプライベートな行為なのだ。

③人間のなわばりには集団的なものもあるが、まず個々人が他人の立ち入られると不安になって逃げ出したくなるような非許容空間を持っている。個人の周りに泡のように広がるその空間は自我の延長なのだ。相席をさせられると、個の空間を互いに侵すことになり、無意識にも不安がつのって、食べ物の滋味をどれほど薄くするか分らない。

もう少し厳密にいうと、それでも④カウンターの席なら、隣にだれがすわってもさほど抵抗を感じないのは、「個人空間」ともいわれる人間の個人のなわばりが前方に長く、背後や左右には短い楕円形をしているあかしである。

（　⑤　）、今日の日本のように家族がそろって食事をする日が少なくなると、他人と同席して勝手に食べたいものを食べるのをなんとも思わなくなっているのだろう。しかし、⑥これは文化からの退行でなければ、逸脱ではないか。

問１　（　①　）に入るものとして最も適当なものはどれか。

Aこと　　Bもの　　Cはず　　Dわけ

問２　②「そんな状態」とあるが、どんな状態か。

A行列をつくらなければならない状態

B知らない人と向かい合ってすわっている状態

Cすぐに席を立たなければならない状態

D食事を短時間で済ませなければならない状態

問３　③「人間のなわばり」とあるが、この場合どんなものか。

A他人が立ち入ると抵抗を感じる空間

B自我の立ち入ることができない空間

C家族が立ち入ると抵抗を感じる空間

D他人が立ち入っても抵抗を感じない空間

問４　④「カウンターの席なら、隣にだれがすわってもさほど抵抗を感じない」とあるが、なぜか。

A個人の周りには泡のように広がる非許容空間があるから

B楕円形をした個人のなわばりは、左右の非許容空間が広いから

C楕円形をした個人のなわばりは、左右の非許容空間が狭いから

Dカウンターの席は長いので個人のなわばりがひろくなるから

問５　（　⑤　）に入るものとして最も適当なものはどれか。

Aたとえば　　B単に　　Cとりあえず　　Dともあれ

問６　⑥「これは」とあるが、何を指すか。

Aカウンターに席で隣にだれかすわると抵抗を感じること

B他人と同席して勝手に食べたい物を食べることに抵抗を感じないこと

C家族がそろって食事をする日が少なくなっていること

D相席をさせられると食べ物の味がかわること

問７　筆者の言う「個人のなわばり」の形からすると、他人が入ってきたときに抵抗を感じる空間が広いのは、その位置だと考えられるか。

A右側　　B左側　　C前方　　D後方

問８　筆者は相席についてどのように思っているか。

A行列しなければ昼食が食べられないという大都会の事情があり、当然のこととして受け入れるべきだ。

B食べることはプライベートな行為であるが、親しい者とのみ相席をしてはいけない。

Cどこの社会にもそれぞれの食事作法があるのだから、相席もその作法に合ったものでなければならない。

D家族が食事を共にしなくなったり、相席をなんとも思わなくなっているのは文化からの退行である。

問９　「相席」についてあなたはどう思うか。自分の考えを150字ぐらいにまとめて書いておけ。

（二）（2*7＝14点）

　　　最近いろいろな場所で、子供たちを授業に集中させるのが難しいという話を聞く。授業中に立ち歩く、隣の子にチョッカイを出す、指示に従わない……。これは中学校や高等学校の話ではなく、小学校の話なのである。

六年生のＡ君は、授業が始まっても教科書を出そうとせず、隣の子とおしゃべりを続けている。担任が注意するとプイと席を立ち、教室から出ていってしまう。時には子分を引き連れ、二、三人いっせいに出ていくこともある。追いかけて問い詰めると、（  ①  ）と言う。そして、あとは何を聞いても「別に」という言葉が返ってくるだけである。

勉強は塾で済ませていて、授業中は退屈している子どもも、勉強が難しくて解らない子どもも、学校で何か楽しいことはないかなと思っている点では同じである。そこで友達が先生に反抗する姿は、結構刺激的で面白いことのようだ。（  ②  ）、Ａ君を羨望の目差しで見ている子どももいる。

子供たちを何とか授業に集中させたいと先生方は懸命だが、テレビやテレビゲームより面白く、楽しい授業をつくりだすことは、そう簡単なことではない。ゲームやお笑い番組にどっぷり漬かり、③ものわかりのよい大人と豊かで欲求充足的な生活に慣れた子供たちにとって、学習はどんなに工夫されてもやっぱり自分との闘いや努力、がまんが必要なことである。こんな子供たちをどう指導したらよいのだろうか。

教室の実状を保護者会で話すと、④子どもが学校で荒れるのは、学校に問題があるからでしょう、家ではおとなしくて良い子ですと反論される。なかには学校の様子を知らせると、親に恥ずかしい思いをさせると、子どもに暴力を振る舞う親もあるとか。こうなると⑤学校と家庭の関係は不毛の悪循環を繰り返すことになってしまう。これは（  ⑥  ）特殊な例ではなく、現在の義務教育が直面している現実である。

最近、世の中全般に、楽しいことこそ最高といった風潮が強く、学校についても楽しくなければ学校じゃない、学校がもっと楽しいところになればという議論が多い。学校側の努力はもちろん必要だが、大人はもっと本気で子供たちに⑦楽しさの本当の意味を伝えなくてはならないのではなかろうか。

問1　（  ①  ）に入るものとして、最も適当なものはどれか｡（2）

A テレビゲームを持ってきたから

B 勉強してもお金をくれないから

C ゲームをやりたかったから

D 勉強は楽しくないから

問2　（  ②  ）に入る最も適当なものはどれか。（2）

Aなかには　　Bたいてい　　Cおおよそ　　Dひょっとすると

問3 　③「ものわかりのよい大人」とはどんな大人だと思われるか。（2）

A 子どもにいつも勉強するように言っている大人

B 子どもが言うことを何でも受け入れる大人

C 子どもが出した問題に何でも答えることができる大人

D 子どもと同じ遊びをして楽しんでいる大人

問4 　④「子どもが学校で荒れる」とは、どういうことか｡（2）

A 子どもが学校で授業を聞かなかったり反抗的な態度をとること

B 子どもがいなくなって学校がだんだん廃れてしまうこと

C 子どもが学校嫌いで、ずっと休んでしまうこと

D 子どもが学校で暴力を振るうために、学校が傷むこと

問5  なぜ「⑤学校と家庭の関係は不毛の悪循環を繰り返す」のか。（2）

A 子どもが授業を嫌がったりするのは学校のせいだから

B 子どもがどうしたいのか、学校も家庭も分からなくなっている

から

C 学校での行動について親の正しい理解が得られないから

D 子どもが欲しがっているものを親が与えないから

問6  （  ⑥  ）に入る最も適当なものはどれか。（2）

A まさか　　B おそらく　　C たいてい　　D どうせ

問7  ⑦「楽しさの本当の意味」とは何か。（2）

A ゲームなどの面白さではなく、学ぶ楽しさがあるということ

B 楽しさが時代とともに、少しずつ変わっているということ

C これからの学校は楽しくしなければならないということ

D 世の中では楽しいことこそ最高だということ
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